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愛媛県愛南町害除川で採集されたテンジクカワアナゴ 

井上裕太 1 

 

1愛媛県東予地方局農林水産振興部水産課 

種の記録 

Eleotridae カワアナゴ科 

Eleotris fusca (Bloch and Schneider, 1801)  

テンジクカワアナゴ（写真 1） 

標本 高知大学理工学部海洋生物学研究室魚類

標本（BSKU）162059：標準体長（SL）51.16mm，

162060：99.09mm SL，2026 年 8 月 14 日，愛媛県

南宇和郡愛南町柏  害除川（33.0191N，132.4974 

E），水深 0.1m，手網． 

種の特徴 

口裂後端は眼の前縁を超える，眼下の孔器列は横

列，鰓蓋部の上下の孔器列は後方で接する，頬の

横列孔器列数は 8，縦列孔器列 A を横断する 2 本

の横列孔器列の間に 1 本の横列孔器列がある． 

備考 

標本個体は上記諸特徴が明仁ほか（2013）のテンジ

クカワアナゴと一致したため本種に同定された．本

種は国内では小笠原諸島，および福島県から琉球

列島にかけて記録されている（明仁ほか，2013；藤

田，2025）．愛媛県からは 1999 年に伊方町で採集

されていた稚魚標本の再検討により，近年初記録と

して報告された（山川ほか，2023）．本種は体長約

50mm で成熟することから（Maeda et al.，2008），本

標本はいずれも成魚と考えられる．愛媛県では稚魚

のみ確認されているため，本標本は成魚の初記録と

なる．採集地の害除川は柏川の北隣に位置し，柏

川では再生産している可能性のある熱帯・亜熱帯性

魚類が近年確認されている（山川ほか，2025；清水

ほか，2026）．本種も成魚が確認されたことから，再

生産している可能性がある．  
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写真１ Eleotris fusca テンジクカワアナゴ（BSKU 162060，99.09mm SL） 
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